


発刊にあたって

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」は、内閣
官房及び農林水産省が、「強い農林水産業」、「美
しく活力ある農山漁村」の実現のため、農山漁村の
有するポテンシャルを引き出すことにより地域の活
性化、所得向上に取り組んでいる優良な事例を選定
し、全国への発信を通じて他地域への横展開を図る
もので、今年度（令和４年度）で９回目となります。

中国四国農政局管内では177件の応募があり、
「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」として９地
区と１名が選定されました。

さらに、中国四国農政局では、応募のあった地区
（者）の中から、他の地域の参考となるような優良
な事例を、「中国四国農政局『ディスカバー農山漁
村（むら）の宝』」として９地区を選定するととも
に、今後の活躍が期待できる事例を、「奨励賞」と
して28地区と２名を選定しました。

また、今年度応募のあった地区（者）の事例につ
いて、その地域の「農山漁村（むら）の宝」として
広く発信するとともに、身近な地域の取組として紹
介するため、県別の事例集を作成しました。
各地域において参考にしていただき、農山漁村や

農林漁業への関心を深めていただくきっかけになれ
ば幸いです。

※「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」の情報は、中国四国農政局のホーム

ページをご覧ください。

http://www.maff.go.jp/chushi/nouson/kaseika/discover.html

令和５年３月

中国四国農政局農村振興部

http://www.maff.go.jp/chushi/nouson/kaseika/discover.html
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「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」について 

 

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」とは、「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の

実現に向けて、農山漁村の有するポテンシャルを引き出すことにより地域の活性化、所得向上に取

り組んでいる優良事例を選定し、全国へ発信するものです。  

 

１．「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第９回選定） 

今回の「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第９回選定）では、令和４年６月 16 日から８月

26 日までに、農山漁村活性化の取組として全国から 616 件（管内からは 177 件）の応募があり、令

和４年 11月７日に総理大臣官邸で開催された「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第９回選

定）有識者懇談会において、団体部門（ビジネス・イノベーション部門及びコミュニティ・地産地

消部門）で 33 地区と個人部門で４名が「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」として選定されまし

た。 

中国四国農政局管内からは９地区と１名が選定され、その中から優秀賞のビジネス・イノベーシ

ョン部門に高知県四万十町の「株式会社四万十ドラマ」、優秀賞のコミュニティ・地産地消部門に岡

山県岡山市の「瀬戸内かきがらアグリ推進協議会」、優秀賞の個人部門に島根県奥出雲町の「大石亘

太」、特別賞に鳥取県鳥取市の「NPO 法人 bankup」、徳島県海陽町の「株式会社リブル」、高知県高知 

市「高知商業高等学校ジビエ商品開発・販売促進部」が選定されました。  

 

                

 

２．中国四国農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」 

中国四国農政局では、管内で応募のあった177件の中から、他地域の参考となるような優れた地域

活性化の事例を「中国四国農政局『ディスカバー農山漁村（むら）の宝』」として広く発信するた

め、令和４年10月20日、中国四国農政局において選定委員会を開催し、９地区を選定しました。 

また、今後の活躍が期待できる事例を奨励賞として28地区と２名を選定しました。 

 

 

 

 

 

 

 
中国四国農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」 

オリジナルロゴマーク 

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」ロゴマーク 
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３．管内選定地区（者）の概要 

（１） 全国版選定（ディスカバー農山漁村（むら）の宝（第９回選定）） 

 

NPO 法人 bankup（鳥取県鳥取市） 特別賞 

●大学生ボランティアの農村への派遣を 20 年以上継続して実施。 

●交流企画や地域産品の加工販売を行う「農村 16 きっぷ」や米の生産から

販売まで行う「田舎応援戦隊三徳レンジャー」等、地域活動のプロジェクト

をおもしろいネーミングで運営。 

 

 

大石 亘太（島根県奥出雲町） 優秀賞 

●牛の放牧が創り出す風景に憧れて牧場として省力的に山を管理し、多目的

に利用できるフィールドとして整備するとともに、小頭数飼育により適正量

の堆肥を土地に還元。 

●バター作り体験などの観光メニューを提供するとともに、地域の保育園、

幼稚園及び小学校の校外学習や遠足を受け入れ、「牛のいる風景」を解放。 

 

 

瀬戸内かきがらアグリ推進協議会（岡山県岡山市） 優秀賞 

●漁業関係者のみならず地域としての処理課題であった瀬戸内海で水揚げ

された牡蠣の殻を加工粉砕して、農畜産物の生産・飼育に活用した農業を

実施。 

●牡蠣殻を農業者の手によって資源循環させた農畜産物を生産し、「里海

米」など生産物に「里海」を冠してブランディング。 

 

 

上籾みろく農場協議会（岡山県久米南町） 

●耕作放棄地が目立っていた上籾地区中央の棚田を企業と共同で復元。継

続して棚田の管理と農作業を実施。 

●復元した棚田を見渡せる古民家カフェを運営。地元の農産物を使ったメ

ニューを開発・提供するとともに、手作りの特産品や棚田米、オリジナル

商品を販売。 

 

 

川西自治連合会（広島県三次市） 

●人口減少・高齢化とともに地域内産業が衰退。住民出資の地域運営株式

会社と、地区全体で構成する自治連合会の２層構造により、農地・農業を

守り、雇用を創出し、地域内経済循環を形成。 

●少量多品目の農産物でも収益があげられるように、農村型コンビニを中

心に、産直市、農産加工品販売、軽食堂部門を併設した、地域生活交流拠

点「川西郷の駅」を運営。 

 

 

 

学生ボランティアの様子 

来場者に牛の説明をする大石氏 

地域と共に開催した 

郷の駅感謝祭 

全国で排出される年間の

牡蠣殻は約 16 万トン 

棚田が見渡せる古民家カフェ 

（棚田テラス「籾庵」） 
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かみかつ棚田未来づくり協議会（徳島県上勝町） 

●過疎高齢化のため、単一地区での棚田保全・活性化活動の推進は困難な

ため、４地区で連携して活動。コロナ禍で、オンラインでの交流を行う

「棚田ウェブ談議所」を開催し、町内外の人材と関係を構築。 

●オンラインとリアル交流による「全国キッズ交流」、「オンライン産直市

交流」と、これらの活動の発展系として「美しい村24時間オンラインライ

ブ」を開催。 

 

 

株式会社リブル（徳島県海陽町） 特別賞 

●牡蠣の養殖で、データやアプリを活用して養殖技術の見える化を図り、

養殖技術支援と強い種苗の生産の新規産業を創出。 

●IT 技術を駆使した新たな水産業への理解醸成に向けて、小学校などの教

育現場への出前授業や漁場案内等を実施。 

 

 

株式会社山南営農組合（香川県三木町）  

●効率的な農業の推進や地域の魅力を県内外に伝えることを目的に設立。

地域のブランド米「小簔（こみの）米」の生産・販売等を実施。 

●産直、レストランのほか、昔ながらの田舎暮らしが体験できる農家民宿

を開業。学生や地域おこし協力隊とも連携した取組を展開。 

 

 

高知商業高等学校ジビエ商品開発・販売促進部（高知県高知市） 特別賞    

●地域課題である鳥獣被害の解決に向け、高校生が地元のシカやイノシシ

肉を原料として商品開発を行い、販売。 

●クラウドファンディングによって森林保護活動の資金を調達し、返礼品

としてジビエ商品を活用。 

 

 

株式会社四万十ドラマ（高知県四万十町） 優秀賞 

●「四万十川に負担をかけないものづくり」をコンセプトに地域の６次産

業化に取り組む「地域商社」を実現。 

●「しまんと地栗工場」の建設により以前の約５倍の製造体制が整い、地

域の雇用の場となっている。栗の新植、芋の作付面積を拡大する取組等を

開始。 

 

  

高校生ジビエ・レストラン 

地元農産物を提供する 

農村レストラン 

地元の学生の漁場見学を毎年受入 

高知県版 HACCAP を取得した工場 

棚田ウェブ談義所 
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（２）地方版選定（中国四国農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」） 

 

株式会社 ｐｃｂ（鳥取県南部町） 

●「ジェラートで地域おこし」を目標に、地域の小規模農家からその日に

販売する分だけの農産物を買い取り、ジェラートに加工して販売。 

●コロナ禍で来店が難しいという声があり、移動販売車を導入。 

●週に 1 回、地元ラジオ局の「ジェラテリアお千代さん」というコーナー

で、旬の農作物の話題、地域の話題などを発信。 

 

 

社会医療法人正光会 さんさん牧場（島根県益田市） 

●引退後の競走馬の貴重な受け皿となり、乗馬やセラピー、馬事文化の継

承として流鏑馬神事に参加するなど様々な活動を行う。 

●農福連携として、同法人Ｂ型事業所と市内の卸売業者と連携した「農・

商・福連携事業」を実施。障害者の社会参加や地産地消の推進に貢献。 

●有機質が多い馬糞を活用した循環型農業を実施。 

 

 

おかき戦隊瀬戸南じゃ～（岡山県岡山市） 

●学生が有機農法で育てたもち米と地域の特産品を使い新商品「瀬戸南お

かき」を開発。 

●カラフルなつなぎで地域イベントに参加し、販売活動を行うとともに、

地域特産品の宣伝にも取り組む。 

 

 

広島みはらプリンプロジェクト実行委員会（広島県三原市） 

●広島みはらプリンで三原のまちと食材の付加価値向上や地域経済循環を

図り、全国へ発信。「三原の食材を一つ以上使用」「三原を応援する人

（店）」が作ったプリンであれば、随時認定。 

●イベントにも積極的に参加し、他地域での催事に出店し、プロモーショ

ンを実施。公式の HP や Instagram も開設し、認定されたプリンの紹介やイ

ベント出店情報などを発信。 

 

 

エシカルバンブー株式会社（山口県防府市） 

●「竹害」を「竹財」に変える。環境保全・再生のために伐採した不要な

竹に付加価値を付け、未来に有益な竹産業を残す。 

●竹の研究者や竹炭職人と連携して商品開発。地域企業とのコラボ商品開

発等で、竹の全部位を活かすエシカルなものづくりを追及。 

●竹関連事業者の支援及び次世代に繋ぐ竹育や情報発信を行う「竹 LABO」

の総合監修・運営。 

 

  

 地元の旬な農作物が新鮮な

ジェラートへ 

地域の販売会で歌を披露 

各店のこだわりが詰まった

認定プリン 

観光牧場として、休日は

親子連れで賑わう 

放置竹林の伐採の様子 
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合同会社みつぐるま（徳島県海陽町） 

●轟神社及び海部川流域における１次産業振興支援。海部川流域での酒米

作りから酒蔵との連携、細部にまでこだわり抜いたオリジナル御神酒作り

に取り組む。 

●文化庁事業を活用し、地域の魅力を体感するツアーを企画・造成。 

●轟神社公式 HP 製作運営し、海部川流域の自然環境や文化を発信。 

 

 

アスパラ大騒ぎ実行委員会（香川県高松市） 

●地元企業の協力を得て、廃棄対象となるアスパラの軸下部分をパウダー

に加工して料理に使用。アスパラ素麺を企画開発。 

●アスパラをモチーフとした帽子、アクセサリー、皿等を企画販売の他、

アスパラ人形作り、顔抜きパネルの制作、アスパラ×和菓子のワークショ

ップやトークショーを実施。 

●県内の飲食店が個性あふれるアスパラ料理を展開。 

 

 

愛媛県立南宇和高等学校農業クラブ（愛媛県愛南町） 

●柑橘類において教育機関として初めて河内晩柑・甘夏で GGAP 認証を取得

し、東京オリンピック選手村に提供して愛南ゴールド(河内晩柑)を PR。 

●地元水産加工会社により、GGAP 認証の愛南ゴールドと MEL 認証の養殖真

鯛のコラボで「愛南ゴールド真鯛」を開発。 

 

 

特定非営利活動法人日高わのわ会（高知県日高村） 

●「できる人が 出来ることを 出来る時間に」を合言葉に社会的弱者が

地域を支える仕組みを構築。地域の困りごとを解決するコミュニティ産業

の開発と展開。障がい者支援など大小合わせて約 30 事業を展開。 

●小規模多機能型の事業を展開することで、行政サービスでは届ききらな

いニッチな住民ニーズに対応。 

 

高校デザイン科制作オブジェ 

顔抜きパネル 

轟神社秋例大祭 

とまととでの記念撮影 

柑橘類で教育機関初の

GGAP 認証取得 
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① 団体 高知市
高知商業高等学校ジビエ商品開発・
販売促進部

ジビエ 鳥獣被害防止 学生・若者の活躍

② 団体 高知市 介良沖ノ丸環境保全の会 農業
環境保全（農林水
産業・食品産業）

教育機関との連携

③ 団体 室戸市 むろと廃校水族館 水産業 食育・教育
多様な分野との

連携

④ 奨励賞 団体 安芸市
一般社団法人こうち絆ファーム
多機能事業所「TEAMあき」

農業 雇用 農福連携

⑤ 団体 安芸市 入河内大根のこそう会 農業 地産地消 伝統の継承

⑥ 団体 須崎市 集落活動センター あわ 移住・定住 地域活性化
農村環境・
景観保全

⑦ 団体 須崎市 ジビエ浦ノ内企業組合 ６次産業化 ジビエ 鳥獣被害防止

⑧ 団体
土佐清水

市
一般社団法人 下川口家めぐみ 農業 農福連携

農村環境・
景観保全

⑨ 団体 四万十市 四万十市立具同小学校 農業 地産地消 食育・教育

⑩ 団体 香南市 西佐古みどりの会 高齢者の活躍
農村環境・
景観保全

-

⑪ 団体 東洋町 株式会社　フクチャンFARM 農業 ６次産業化 移住・定住

⑫ 団体 本山町 汗見川活性化推進委員会 農業 ６次産業化
その他（住み続けた

い地域づくり）

⑬ 団体 いの町 明るい柳野を創る会 農業 移住・定住 高齢者の活躍

⑭ 団体 中土佐町 中土佐町立学校給食センター 食育・教育 - -

⑮ 団体 中土佐町 大正町市場協同組合 水産業 地産地消 伝統の継承

⑯ 団体 梼原町 特定非営利活動法人　ゆすはら西 ジビエ 雇用 教育機関との連携

⑰ 団体 日高村 特定非営利活動法人日高わのわ会 ６次産業化 女性の活躍 関係人口の創出

⑱ 団体 津野町 船戸活性化委員会「四万十川源流点」 農村文化体験 伝統の継承
農村環境・景観保

全

⑲ 団体 四万十町 株式会社四万十ドラマ ６次産業化 企業との連携 雇用

⑳ 団体 四万十町 株式会社とおわ 地産地消 伝統の継承 女性の活躍

㉑ 団体 大月町 大月町備長炭生産組合 林業 伝統の継承
環境保全（農林水
産業・食品産業）

㉒ 団体 三原村
一般社団法人
三原村集落活動センターやまびこ

農業 高齢者の活躍 関係人口の創出

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第９回選定）　応募地区　一覧　（高知県）

Ｎｏ. 選定地区 部門 市町村 地区名 該当する取り組み
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高知市

室戸市

安芸市

南国市

土佐市

須崎市

宿毛市

土佐清水市

四万十市

香南市

香美市

東洋町

奈半利町

田野町

安田町

北川村

馬路村

芸西村

本山町
大豊町

土佐町

大川村

いの町

仁淀川町

中土佐町

佐川町

越知町

梼原町

日高村

津野町

四万十町

大月町

三原村

黒潮町
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応募地区位置図（高知県）
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高知商業高等学校ジビエ商品開発・販売促進部

クラウドファンディングの立上げと返礼品製作作業 県産品商談会出展を通した外商活動

経 緯

○高知県の地域課題の一つである
野生鳥獣被害に目を向け、平成
30年４月に設立し、活動を開始。

シカやイノシシ肉をジビエとして利
活用、商品化、販売を行っている。

○コロナ禍でイベント等の販売機会
が減少する中、ジビエの消費拡大
と森林保護の継続のため、レスト
ランの出店やクラウドファンディン
を立ち上げ、外商活動も開始。

取組内容

○高校生が鳥獣被害という課題解決に向け、
ジビエ利活用商品を開発。

○クラウドファンディングを通じ支援金を集

めることができたら、深刻な森林被害の保
護が継続でき、ジビエ商品の返礼品で在
庫を抱える食肉加工施設を支援できるの
ではないかという仮説を実証。

○県産品商談会やＳＮＳを通じた活動及び
商品ＰＲを実施。

活動の効果

○一連の活動を通じて、ジビエ部員の意識が大きく変わり、「社会が必要としていること
に対して、自分たちが本気で取り組み、発信したら多くの人が理解してくれる」という
ことに気づくことができた。

○クラウドファンディングは目標金額を達成。ジビエ商品を返礼品として利活用し、令和
４年度で500㎏のジビエ消費にも成功し、森林保護に寄付できた。

○県産品商談会では東京のホテルと契約が成立し、県外への販売も拡大。

高知県高知市大谷６番地 Ｔｅｌ： 088-844-0267

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県高知市

ジビエ部員が幼稚園等で「ジビエ食育学習」を実施し、幼少期からジビエに親しんで
もらう機会を作ります。更に新商品の開発と「ジビエ宇宙食」を目指した取り組みにも
果敢にチャレンジします。

～ジビエで陸の豊かさを守ろう！～

こうちしょうぎょうこうとうがっこう しょうひんかいはつ はんばいそくしんぶ

学生・若者の
活躍

ジビエ
こうち1 鳥獣被害防止

特別賞
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介良沖ノ丸環境保全の会

二期作ＰＲ・田植えと稲刈りを同時に実施 レンゲによるカバークロップの試験栽培

経 緯

○生産者の高齢化や後継者不足
対策、自然豊かな地域と伝統農
業を後世へ継承しつつ新しい取
り組みへ挑戦すること等を目的
に、平成19年に「介良沖ノ丸環
境保全の会」を発足。

○平成20年「介良沖ノ丸環境保全

農業組合」を設立し、連携して活
動を実施。

取組内容

○農作業体験や水田の生き物観察、地域住民
等が参加する農作業イベントを通じ、児童が
自然の大切さを理解するとともに収穫の喜び
を感じる食育の機会を作る。

○白鷺をはじめとした、水鳥の豊かな生態系の
維持を目指して活動しており、令和４年度か
らは、肥料価格高騰対策も踏まえカバーク
ロップの取組を開始。

○100年以上続く二期作の伝統や技術を後世
に伝えるため、二期作を継続。

活動の効果

○水鳥が集まる「白鷺の里」としての取組を始め、地域ブランド米「白鷺米」を確立し、
地区内の米の生産拡大だけでなく、近隣の生産者をも巻き込んだ農業の活性化を
図っている。また「白鷺米」は、地域の球場でキャンプを行うプロ野球球団に提供し
たり、高知市のふるさと納税に出品したりと、様々な取組に活用し、地域のＰＲにつ
ながっている。

○小学校の学習田を活用した農作業体験による食育活動は、会員にとっても楽しみと
なっており、継続的な取組につながっている。

高知県高知市介良丙29 Ｔｅｌ： 088-860-1631

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県高知市

二期作の発祥の地として、二期作を通じて国産穀物（家畜飼料用米）の供給に力を
入れ、日本の食料自給率向上に寄与することを目標として活動しています。

～介良の農地、地域の絆を後生に～

けら おき の まる かんきょうほぜん かい

環境保全（農林水
産業・食品産業）

こうち2 教育機関との
連携

農業
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むろと廃校水族館

廃校となった校舎をそのまま利用 50種1,000匹以上の室戸の生き物を展示

経 緯

○室戸市は捕鯨やマグロ漁で栄え
たものの、漁業の衰退とともに人
口が減少し、16校あった小学校は
11校が廃校となった。

○市が廃校の利活用を募集してい
た際、当初は博物館を検討してい
たが、ウミガメや魚を飼育できな
いか議論となり、25ｍプールや既
存 の設 備 を利 用した 水族 館 を
2018年4月に開館した。

取組内容

○25ｍプールをサメやウミガメが泳ぐ屋外大
水槽としたり、手洗い場をタッチプールに
するなど、学校の特徴を活かした「廃校活
用施設」。

○毎朝、近隣３つの漁港をまわり、漁師から
無償でもらった約50種類1,000匹を超える
室戸の海の生き物を展示。

○都会の子どもたちに、漁村室戸の海や大
地の魅力を感じてもらえるよう、廃校の教
室で授業を行うこともある。

活動の効果

○「廃校」を前面に出した点は画期的で、既存の廃校活用施設が相次いで「廃校活用
施設」とPRしはじめた。

○開館から４年４か月で50万人が訪れ、周辺の観光施設等にも波及効果が見られる。
○水族館実習や博物館学芸員実習等で全国各地から学生が集う。研修生が漁業に

興味を持ち、これまでに４名が漁師として就業。漁師の高齢化、人手不足が進んで
いる中で、当館が雇用創出と地場産業である定置網存続の一助となっている。

高知県室戸市室戸岬町533‐2 Ｔｅｌ： 0887-22-0815

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県室戸市

更なる利用増を目指し、SDGｓや地域活性化などについてのプログラムを磨き上げ、
各分野と連携し発展的な展開を目指します。むろと廃校水族館にハイ！行こう！

～むろと廃校水族館にハイ！行こう！～

はいこう すいぞくかん

水産業
むろと

３ 食育・教育
多様な分野
との連携
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一般社団法人こうち絆ファーム 多機能事業所「TEAMあき」

ナスの定植の様子 農福軽トラマルシェ ナス詰め放題

経 緯

○高知県安芸地域は、県内で自殺死
亡率が最も高く自殺対策が喫緊の
課題であった。

○高知県安芸福祉保健所が中心とな
り、自殺予防ネットワーク会議を立
ち上げ、支援機関が連携し地域の
課題を共有。その連携から平成26
年に10年ひきこもりの生活困窮者
をナス農家で就労させたことから農
福連携が始まった。

取組内容

○安芸市農福連携研究会や安芸市就労支
援専門部会に参加し、地域の課題の解
消に向けて活動。

○地域で農福連携の普及啓発活動をし、
定期的に生きづらさの理解を深める勉強
会を開催。

○矯正施設からの触法者の農業における
地域社会奉仕活動を受入れ。

○農福マルシェで農福商工連携をスタート。

活動の効果

○障がい者等がB型事業所から一般就労へ移行。中には新規就農し、自分で経営をス
タートする方もでてきている。

○障がいのある方は当事業所のB型へつなぎ、障がいのない、引きこもりや生きづらさ
を抱えた方は当事業所の職員として働いてもらうことで地域での雇用を創出。

○労働力不足のナス農家から集荷し、障がい者等が袋詰めすることにより工賃が向上。
農家の労働力不足の解消にもつながる。

高知県安芸市本町３丁目10‐35 Ｔｅｌ：0887-37-9071

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県安芸市

農業サイド（農業分野での人手不足）と福祉サイド（就労先不足）の問題を農福連携
促進事業委託業務活動により双方の解決につなげて いきます。

～働きたい全ての人を受け入れたい～

いっぱんしゃだんほうじん きずな

農業
あき

４ 雇用 農福連携

たきのうじぎょうしょ ちーむ
奨励賞
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入河内大根のこそう会

学生の収穫体験 入河内大根を使った料理

経 緯

○入河内地区だけで栽培されてきた
伝統野菜である入河内大根が、他
の大根と交雑して失われる危機に
直面。

○平成18年、地域の農家を中心に入
河内大根の栽培を通じた地域活性
化のため、「入河内大根のこそう
会」を結成。

取組内容

○共同ほ場（２a）を設け会員が共同で栽
培。収穫体験や調理の体験交流など、
まちとむらの交流を促進。

○野菜ソムリエ等を通じて、県内有名ホテ
ル、レストラン、料亭等へ提供。

〇地元の指定管理者の温泉施設と連携し、
「入河内大根定食」をメニュー化。

○量販店や市場を通じた販路の拡大。

活動の効果

○入河内大根を使った料理がメニュー化され、高知県を代表する伝統野菜としても知
名度が向上し、地域住民の意識も変わり、入河内大根が地域の代表作物であると
誇りを持つようになった。また、入河内大根が地域内外とのコミュニケーションの媒
介として大きな役目を果たしている。

○地区住民に種を無料配布し、栽培人口が17人から20人に増加（Ｈ25→R３）。栽培
面積も休耕田を活用し、30aから40aに増加（Ｈ25→R３）。

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県安芸市

地域ぐるみで伝統野菜「入河内大根」を栽培し、後世に保存・継承するとともに、農
業体験交流によって地域の活性化に努めています。

高知県安芸市入河内588（東川公民館内） Ｔｅｌ：0887-32-3031

あき

～「入河内大根」で交流の輪を広げよう～

地産地消

にゅ う が う ち だ い こ ん かい

農業 伝統の継承５
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集落活動センターあわ

特産品の日本はちみつ 休耕田への菜の花の種蒔作業

経 緯

○少子高齢化による耕作放棄地の
拡大、獣害による耕作意欲の減
退、商業施設の撤退、小学校・保
育園の廃止案の提示等、このま
ま座視すれば加速度的に地区の
衰退が進むことが懸念された。

○この動きを少しでも食い止めるた
め、地区の有志による集落活動セ
ンターを立ち上げた。

取組内容

○空き家所有者への確認・連絡等を行い、地
元NPOと協力し、移住・定住者を確保。

○放課後子ども教室の開催による子育て世
代への応援。

○二ホンミツバチの養蜂を行い、はちみつの
販売やはちみつを原料としたリキュールの
開発及び販売。

○休耕田を活用し、季節の花（菜の花、レン
ゲ、ヒマワリ等）を植え景観保全・観光振興。

活動の効果

○平成30年度から移住者の確保に努め、令和３年度までに16名が移住し定住している。
○子育て世代への応援を行うとともに、小学校の特認校指定を受け、校区外からの通

学を可能とし児童数を確保した。
○ふるさと納税の返礼品に、地元で生産した農産物等を利用することにより、地域の零

細・小規模農家の所得向上に寄与している。

高知県須崎市安和248-3 Ｔｅｌ： 0889-59-1595

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県須崎市

今後も観光交流や地元の人たちとの親睦を深め、交流人口の拡大、ひいては安和
地区への応援団、移住・定住につながることを願っています。

～住みたい安和！ 住み続けたい安和！～

しゅうらくかつどう

農村環境・
景観保全

移住・定住
すさき

６ 地域活性化
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ジビエ浦ノ内企業組合

施設全景 各イノシシ肉スライス製品

経 緯

○年間約1,000頭のイノシシが有害鳥
獣対策で捕獲されていたが、多くは
自家消費しきれず廃棄されていた。
また高齢化等によって狩猟者が減
少し、農業被害が多発することも危
惧されていた。

○そこで廃棄されていたイノシシを地
域資源として活用するため、地元狩
猟者の有志により組合を設立、イノ
シシの受入れを開始した。

取組内容

○鳥獣被害を防止するためには狩猟者の
確保が必須であることから、イノシシを
搬入した狩猟者に、重量に応じた持込
料を支払っている。

○イノシシを解体・精肉加工した商品を小
売・飲食店向け卸売及びふるさと納税等
のインターネット経由で販売している。

○出口戦略として、県内外で開催される商
談会へ積極的に参加することで、新規
取引先の開拓を目指す。

活動の効果

○持込料を支払うことで狩猟者のモチベーション向上が図られたことが想定され、イノ
シシの受入頭数及び当組合にイノシシを搬入する狩猟者数も増加している。

○新商品の開発、直売所の小売のスペース拡大、ふるさと納税返礼品の多数展開等
に取り組んだ結果、コロナ禍にありながらも年間売上額は上昇している。

○現在の販売先は主に県内であるが、高知県地産外商公社の協力もありブロック肉、
枝肉の卸販売先として、県外の飲食店やジビエ施設との取引も始まっている。

高知県須崎市浦ノ内東分2811-1 Ｔｅｌ： 0889-49-0144

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県須崎市

今後も県外取引先の積極的な開拓にチャレンジし、ジビエ加工・流通・販売の好循
環を作ることを目指したい。

～猪わたる横浪三里～

うら の うち きぎょうくみあい

鳥獣被害防止６次産業化
すさき

７ ジビエ
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一般社団法人下川口家めぐみ

耕作放棄地の再生作業 干し芋づくり

経 緯

○2001年の西南豪雨による被害に加
え高齢化が進んだことにより、耕作
を諦め放棄された田に、竹や草が
生え始めた。

○手付かずになっていた耕作放棄地
の再利用をしてはどうかと市から
勧められ、協力者を募り、耕作地と
して再生したことが活動の始まりで
ある。

取組内容

○芋14ａ、イタドリ13ａ、シークヮーサー55ａ
を栽培。

○芋は干し芋に、イタドリは塩漬けに、シー
クヮーサーは果汁にして販売するほか、
製氷業者に依頼したかき氷用のシー
クヮーサー氷のかき氷販売業者へ納品
を開始。

○植付けや収穫は、高齢者、保育園児、障
がい者がそれぞれの持てる力を発揮し、
協力して行っている。

活動の効果

○高齢者や障がい者にとって、交流の機会が増えたことや、自分が人の役に立ち
助けになっていると実感を得ることができている。

○地域の伝統食品である「芋餅」の原料になる干し芋不足を解消し、安定供給につ
ながった。

○シークヮーサーの栽培により、土佐清水市のＰＲが図られている。

高知県土佐清水市下川口998-1 Ｔｅｌ： 090-9096-4840

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県土佐清水市

自然豊かな住み慣れた地域で、支え合い助け合って農作業を楽しみながら、「元気
で長生き」を合言葉にこれからも頑張りたいと思います。

～高齢者元気で楽しく農作業～

いっぱんしゃだんほうじん しもかわぐちけ

農村環境・
景観保全

農業
とさしみず

８ 農福連携
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四万十市立具同小学校

農業体験（田植）の様子 販売に向けての米菓子の袋詰作業

経 緯

○令和元年度、総合的な学習の時
間のテーマとして児童から「地産
地消」が挙がり、その声をもとに年
間計画を作成し、現在の取り組み
が始まった。

○地域の方々や企業に協力を仰ぎ、
年間を通して米作りから加工・販
売を行っており、今年で４年目を
迎えた。

取組内容

○５年生の児童が地域の方々や市役所等の
協力を得ながら農作業（田植・稲刈り等）を
体験。

○授業では、日本の伝統食である米や四万
十市の特産品である「しまんと農法米」（環
境に配慮した農法で栽培）を学習。

○収穫した米は精米にするほか、地元の製
造会社に加工を依頼し、製造した米菓子を
児童自らが地元のスーパーで販売。

活動の効果

○児童は、農作業体験と伝統食の米や地域で実践されている環境に配慮した農業に
ついて併せて学ぶことで、より一層理解を深めることができた。

○児童が自分たちの住む地域のためにできることを考え、成果物にて還元していく良
い循環が育まれている。

○児童は、地域の方とふれあいながら、生産から加工及び販売の仕組みを学習した。

高知県四万十市具同田黒１-４-１ Ｔｅｌ： 0880-37-3249

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県四万十市

今後、更に活動を発展させ、「地元の食」を通して、地域に笑顔を届けていくことが児
童の願いです。

～栄養満点のお米で地域に笑顔を広げよう！～

しまんとしりつ ぐどう しょうがっこう

食育・教育農業
しまんと9 地産地消
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西佐古みどりの会

遊休農地発生防止のための保全活動 咲き誇るアジサイ

経 緯

○平成21年６月に地元自治会を中心と
して「西佐古みどりの会」を設立し、
農村環境保全の一環として景観形
成・生活環境保全活動の取り組みを
開始。

○農業者・地域住民・団体が一体と
なった体制をつくり、農地維持・地域
資源の向上に取り組む。

取組内容

活動の効果

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県香南市

開花中の６月には、毎年テレビ局が取材に訪れており、1.2㎞に及ぶ約19,000株のア
ジサイを、地元だけでなく県内外から多くの愛好者が観賞に訪れます。家族連れや友
人の方と一度のんびり歩いてみませんか？

高知県香南市野市町西佐古534 Ｔｅｌ：0887-56-2233

こうなん

～あじさいの開花を促進し地域のPRに貢献！～

〇農業者・地域住民・団体が一緒となっ
た体制をつくり、水路の草刈り等の農
地維持・地域資源の向上に取り組んで
きた。

○毎年３回（５月･７月･10月）、自治会が
中心となり、地域住民と連携したアジ
サイの植栽・剪定・草刈り・清掃等、き
め細やかな活動で景観形成に貢献。

○地元の農業者だけでなく土地持ち非農家や地区の団体と協力して農道・水路の草
刈り等の維持管理を行うことで地域の団結力が深まる。

○農村環境保全活動によるアジサイの植栽活動により地域住民との交流も図られる
など、高齢化で厳しい状況の集落に明るい希望を与えた。

○アジサイの植栽が地域の観光スポットになるなど地域内外の住民の交流の場が
広がり、地域の活性化につながっている。

にしさこ かい

農村環境・
景観保全

高齢者の活躍10
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株式会社 フクチャンFARM

空き家を改修した滞在施設（収穫時以外は観光宿） ワーキングホリデー参加者 収穫作業中

経 緯

○東洋町特産の「ポンカン」を守りた
い！がきっかけで設立したフク
チャンFARM。

〇町内の放棄園を譲り受け、建設業
をしながらポンカン栽培を学ぶ。

〇「農業者の高齢化」「若者の農業
離れ」により慢性的な「人手不足」。

〇日本全国に移住希望者がいるの
ではないか？と始めたのが「新規
就農マルチワーク」。

取組内容

〇地域の空き家を改修し、移住希望者の短
期お試し住宅として利用。

〇住宅には家電、家具、調理器具、車、自転
車等、生活に必要なものを完備。

〇滞在期間中の仕事の紹介、住宅探しなど
の相談を受ける移住コンシェルジュも担う。

〇東洋町特定地域づくり事業「バツグン協同
組合」が仕事のある時期に合わせ、移住者
と事業所とのスケジュール調整や紹介をし
ている。

活動の効果

○色んな事をしたい移住者と、繁忙期だけ雇用したい事業者で最適のバランスが保た
れて、令和４年には２名が移住し定住。

○地域課題である空き家を改修し移住者お試し住宅とすることで、地域内の空き家問
題が解決すると同時に、各事業所の「人手不足」の問題も解決。

〇地域内に若い移住者が住むことで、地域の活性化にも寄与。

高知県安芸郡東洋町大字河内362番地1 Ｔｅｌ： 0887-29-3277

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県東洋町

移住者を中心に職員として雇用し、地域産業を担う事業所に派遣することで、繁忙
期における人手不足の解消を図るとともに、ワーキングホリデー・町の移住促進・定住
化の取り組みとも連携しながら、地域産業の活性化と過疎対策に貢献していく。

～マルチワークで移住定住 新規就農で地域活性化～

農業11 6次産業化
とうよう

かぶしきがいしゃ ふぁーむ

移住・定住
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汗見川活性化推進委員会

地元ガイドによる岸つつじツアー（平成13年度から）

経 緯

○昭和47年に、地域を流れる川「汗見
川を美しくする会」を結成し、次世代
につなぐ景観づくり、人づくりを開始。

○平成13年より、過疎・高齢化や鳥獣
被害が進む中、危機感を募らせた
地域住民が継続と活性化を目指し、
新たに「汗見川活性化推進委員会」
を設立して交流事業や景観活動を
開始。

取組内容

○植栽・伐採による河川沿いの景観整備や
岸つつじツアー、地域運動会などを実施。

○廃校活用の体験宿泊施設「汗見川ふれ
あいの郷清流館」でのソバ打ち、ピザ焼
きやグリーンウッドワークなどの農山村
体験、都市農村交流、景観づくり活動な
どを実施。

○地域のシソ（全量買取）を活用したアイス、
ドリンクの商品化。

活動の効果

○地域挙げての活動内容は、多くのテレビ取材などで情報発信されたことにより、清
流館の知名度が上がり、交流人口が増えるなど、大きな波及効果を生んでいる。

○宿泊事業と特産品事業のシソ加工品で収益向上の取組を展開、地域経済活動の
活性化により新たな事業グループも誕生。地域内の担い手や活動の場が拡大した。

○飲み会の場づくりや共同作業を通じて、移住者の地域活動への参加がスムーズに
でき、Ｕ・Ⅰターンをする人の増加、高齢化率の低下に結びついている。

高知県長岡郡本山町沢ヶ内626番地 Ｔｅｌ： 0887-82-1231

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県本山町

「汗見川ふれあいの郷清流館」を拠点に、農山村体験や地域の魅力づくりで交流人口
を増加させるとともに、活動体制を継続し、住民の生きがいづくりの推進を目指します。

地域ファンクラブ「ちっとええぜよ汗見川」とともに、地域密着型のサポーター制度「お
らんくかぞく」会員募集中！

～清流とともに地域を継ぐ みんなのふるさとづくり～

あせみかわ かっせいか すいしん いいんかい

６次産業化
もとやま12 住み続けたい

地域づくり
農業

平成20年5月から旧小学校を宿泊施設として運営
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明るい柳野を創る会

平成26年 集落活動センター柳野開所式 新そばとこんにゃくまつり

経 緯

○平成７年、高知県の「山村集落トー
タル生産活性化事業」の導入を機
に柳野地区の実態調査を実施した
結果、営農の継続や地域でのつな
がり、老後への不安などの地域の
人が抱える課題が明らかになった。

○地域で集まる機会や場を増やし、高
齢者の収入確保等のため、平成８
年２月に「明るい柳野を創る会」を
結成。

取組内容

○そば打ちやこんにゃく作り体験等のイベ
ントを通じた地域外の人との交流。

○太陽光発電の売電収入による安定的な
活動資金を確保。

○月２回配食サービスで独居高齢者の見
守りや、地域通貨である福祉券、量販
店までの無料送迎の実施による地域で
の支え合い活動に取り組む。

○地域の特性を活かした農産物の栽培と
販売で、耕作放棄地の解消を図る。

活動の効果

○イベントの開催により、住民が集う機会が増え地域のつながりが深まった。
○地域外の人との交流が増えたことにより、移住者も増えてきており、空き家を活用

することで更なる移住者の呼び込みにつながっている。
○Ⅰ・Ｕターン等の増加で柳野地区の高齢化率が低下した。

高知県吾川郡いの町小川柳野2482番地 Ｔｅｌ： 088-868-2148

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県いの町

「ふれあいの里柳野」では水車で挽いたそば粉やそば加工品の製造販売をしてい
ます。令和３年に映画「竜とそばかすの姫」の舞台モデルとなっていますので是非、
ロケ地巡りや里山散策にきてね！

～経済活動で地域を支える力に！～

あか やなぎの つく かい

農業13 高齢者の
活躍

移住・定住
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中土佐町立学校給食センター

ふるさとの食の大切さを伝える授業 児童が提案した地場産品のPRポスター

経 緯

○町産の新鮮な食材を使った、児童
生徒に愛される学校給食を提供し
たいという町の願いがあった。

○学校給食において、町内の食材を
いかに確保し使用できるか、また、
製品化や利用に不向きな食材をど
のように活用したら良いのかを話
合い始めたことが取組のきっかけと
なった。

取組内容

○児童生徒の実態に適した給食量を提供
することで残食料を減らす等食品ロス
の削減。

○町産食材を最優先し、次に県産の順で
使用するなど地産地消の積極推進。

○町特産品や規格外の食材等を活用した
新メニューの開発。

○授業を通じて地場産物を知り、生産者と
の交流を図るなどの食育活動を実践。

活動の効果

○学校給食をきっかけに児童生徒が食材や生産に興味を持ち、地域の食の課題を
考えたり解決したりする活動へと広がりを見せ始めている。

○学校給食における町内産や県内産の使用割合である地場産率は約８割になるとと
もに、平成30年度以降、食品ロスを発生していない小学校も出現している。

高知県高岡郡中土佐町大野見吉野219 Ｔｅｌ： 0889-57-2135

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県中土佐町

「食」は生きる上で欠かせないものであり、知・徳・体を育む土台となる。その土台が
地域からしっかりと支えられていることが、子どもたちの郷土愛となり、地域の未来を
支える人へと成長することを願っている。

～ふるさとの食を創造する人に～

なかとさちょうりつ がっこうきゅうしょく

なかとさ14 食育・教育
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大正町市場協同組合

久礼大正町市場の商店街の様子 カツオを使った食育授業の様子

経 緯

○バブル崩壊でカツオが半値になり
商店街客も減少し、衰退の危機に
陥ったが、現代表は目利き力を磨
き、美味しいかつおを選別・提供
することで、売値を高くして魚価を
上げ、漁師を守る戦略へ変更。

○平成25年、400年前から続くカツオ
中心の食文化を守り発展させるた
め組合を設立。

取組内容

○町と連携し久礼地区を「鰹乃國」とし、物産
展等への出店やファン拡大を展開。

○久礼地域内でカツオを有効活用するサス
テナブル＆ミニマムな地域の鰹エコシステ
ムづくりと食育授業の実施。

○コロナの影響で観光客が激減したため、各
店でＥＣやふるさと納税商品展開の強化、
鮮魚店主による鰹ばなしやわら焼きライブ
中継等のオンラインファンイベントを開催。

活動の効果

○ブランド・高価値化の結果、カツオの魚価は約2.5倍となり、漁師報酬の向上に寄与。
○カツオの尾は「カツオ楊枝」、アラは有機農家へ「カツオ堆肥」の原料に提供するなど、

カツオ丸ごと一本を久礼地域内で有効活用する新たな取組を開始。
○オンラインファンイベントの開催で、カツオのタタキのふるさと納税件数が８倍に増加。
○カツオ文化を継承する人材を育成するため、地元小中学校で食育授業を実施。

高知県高岡郡中土佐町久礼6370-2 Ｔｅｌ： 0889-52-2060

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県中土佐町

「カツオ文化を守ることがこの町を残すこと」を信念に、「400年続くカツオを中心とし
た食文化の継承」を商店街の仲間と一緒にこれからも目指して いきたい。

～「NO KATSUO NO LIFE」な鰹乃國～

たいしょうまち いちば きょうどうくみあい

伝統の継承水産業
なかとさ15 地産地消
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特定非営利活動法人ゆすはら西

獣肉解体処理施設とジビエカー 広がる「ゆすはらジビエ」の料理

経 緯

○農産物への獣害をなくすために捕
獲するシカやイノシシ等の命を無
駄にしたくないという想いから、有
効活用策として自家消費をする動
きが出始めた。ここから発展した
「『ジビエ』をお金に換える仕組み」
として当法人を設立（平成30年）し、
人も物もお金も循環する活力ある
地域づくりを開始した。

取組内容

○獣肉解体処理施設の建設とジビエカーの
導入（平成29年度） 。

○農林水産省の「国産ジビエ認証」を県内で
初取得（令和元年12月） 。

○シカ・イノシシの食肉加工・販売及び商品
開発やゆすはらジビエの魅力を発信。

○県内外のスーパー・飲食店に良質のジビエ
を提供。

○ゆすはらジビエを学校給食に利用すること
で、子供のジビエへの理解を深化させた。

活動の効果

○ジビエカーを導入し、松原地区を中心に運用することで施設への安定的な搬入を
行ったことにより、獣肉解体処理施設稼働１年目にして搬入計画頭数を達成し、そ
の後もジビエの安定的な供給を強みとして販路拡大につなげている。

○令和３年度には自立経営が可能となる収益を達成し、令和４年度もその継続が見
込まれている。

高知県高岡郡梼原町広野171 Tel: 0889‐65‐0850

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県梼原町

子供たちへの食育、そして将来の担い手の育成へ、さらには地域内外の交流の場
の創出へとつなげていきます。

～有害鳥獣を新たな資源へ～

とくていひえいりかつどうほうじん にし

ジビエ
ゆすはら16 雇用 教育機関との

連携
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特定非営利法人日高わのわ会

わのわ会の活動内容と関係している人たち 「Eat & Stay とまとと」での記念撮影

経 緯

○20数年前、村の子育て支援セン
ターに集まる母親達が、地域の困
りごとを自分達で解決していこうと、
「できる人が できることを できる
時間に」を合い言葉に「日高村住民
活動グループわのわ」を結成。

○2005年「NPO法人日高わのわ会」を
法人設立し、『年をとっても障害を
もってもその人らしく暮らせる日高
村』を目指し活動。

取組内容

○地域の困りごとを解決するコミュニティ産
業の開発と展開。

○人と物と事のもったいないを大事につなぎ
合わせ、だれもが働きやすい環境をつくり、
雇用の場の提供。

○縦割りになりがちな行政サービスでは届
き切らないニッチな住民ニーズへの対応。

○自主事業に加え村からの受託事業と障が
い者支援など、大小合わせて約30の事業
やサービスを展開。

活動の効果

○社会的弱者と呼ばれる方が自分のできる事で役割を持ち活躍し、地域を支えること
でコミュニティを形成し、新たなやりがいや充実感・達成感を受けとっている。

○小規模多機能型の事業を展開し、住民の様々なニーズに対応することで日高村で
生活することへの住民満足度が高まっている。

○利用者も増え各種の取組みの年間売上はコロナ禍の中であっても順調に推移しコ
ミュニティビジネスの持続可能性を体現できている。

高知県高岡郡日高村沖名３-２ Ｔｅｌ： 0889-24-4004

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県日高村

外からの人を地域で受入れ、母親のように新しいチャレンジを支えていきます。日本
の地方の地域のロールモデルになるべく日本を元気にしていきます。

～できる人が できることを できる時間に～

とくていひえいりほうじん ひだか かい

関係人口の
創出

６次産業化
ひだか17 女性の活躍
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船戸活性化委員会「四万十川源流点」

茶畑ウォーキングでのお茶摘み体験 宿泊施設「遊山四万十 せいらんの里」

経 緯

○平成22年の船戸小学校廃校を
機に地域活性化の取組を開始。
平成26年、地域住民で船戸活性
化委員会「四万十川源流点」を
設立。

○地域の観光資源である四万十川
源流点を活かしたイベント等を通
じ、地域内外との交流を重ね、地
域の活性化に取り組んでいる。

取組内容

○春は茶畑を生かした、秋は紅葉を楽しむ
ウォーキングイベントや、こんにゃく・田舎
豆腐づくり体験による交流活動を実施。

○特産品（田舎豆富・おつまみ豆富・おから
パウダー）を製造・商品化し、町内の道の
駅やふるさと納税等で販売。

○地元食材にこだわったランチビュッフェが人
気の宿泊施設「遊山四万十せいらんの里」
を運営。

活動の効果

○イベント開催数や体験プログラムへの参加者数は、コロナ禍にも関わらず、維持又
は増加しており、せいらんの里への県内外からの観光客も増加し、宿泊者数は令和
３年度には約1,800人となるなど、交流人口の増加につながっている。

○交流活動を継続することで、地域の活性化が図られ、地域の困りごとの解決や景観
の維持活動に取り組むなど活動の幅が広がった。

高知県高岡郡津野町船戸1309-1 Ｔｅｌ：0889-43-9771

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県津野町

今後も、「四万十川源流点」を活かした体験・交流イベントにより交流人口・関係人口
づくりを継続し、地域の魅力を発信し続けていきたい。

～船戸地区のみんなぁと、ここの自然、四万十川源流点がともに輝き、賑わい続ける集落を目指す～

ふなと かっせいか いいんかい しまんとがわ げんりゅうてん

農村環境・
景観保全

農村文化
体験

つの18 伝統の継承
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株式会社四万十ドラマ

高知県版HACCPを取得した自社工場 人参芋と自社商品「いも焼き菓子ひがしやま。」

経 緯

○高齢化、後継者不足等が進む中、
平成６年に「新しい価値観をつくり
地域振興に寄与すること」を目的
に、第三セクターとしてスタート。

○平成17年に完全民営化し、「四万
十川に負担をかけないものづくり」
をコンセプトに地域の６次産業化
に取り組む「地域商社」の先駆け
となった。

取組内容

○令和３年に「しまんと地栗工場」を地域の雇
用の場として建設し、高知県版HACCP新第
３ステージを取得した。

○ネット広告やSNS等を活用し、地域の情報
発信を積極的に行った。

○「しまんと流域農業organicプロジェクト」を立
ち上げ、今後10年間で栗を10ha新植し、芋
の作付面積を今後5年間で10haへ拡大する
取組等を開始。また、希少な「人参芋」を使
用した商品開発や販路拡大に取り組む。

活動の効果

○「しまんと地栗工場」の建設によって、製造能力の向上が図られるとともに、過疎地
域における雇用の安定に寄与した。また、マスコミでも全国に紹介され、認知度が
向上した。

○当初１軒だった人参芋の契約農家数は43軒（令和４年度）にまで増加し、農業収入
の向上に尽力することで地域連携強化にもつながっている。

高知県高岡郡四万十町十川9-5 Ｔｅｌ： 0880-28-5527

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県四万十町

今後も関係各社で連携し、後継者不足や耕作放棄地の解消等、地域の課題解決に
向けて取り組んでいきたい。

～地元発着型産業作りとSDGsへの取り組み～

かぶしきがいしゃ しまんと

雇用６次産業化
しまんと19 企業との連携

優秀賞
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株式会社とおわ

郷土料理や旬の野菜を使ったバイキング

経 緯

○四万十町十和地域の深刻な地
域課題となっている「高齢化」「産
業衰退」「地域コミュニティの衰
退」等に立ち向かうべく、十和地
域の住民が株主となり令和２年
７月に「株式会社とおわ」を設立。

○四万十の食文化を次世代に繋
げていくために、地域の若者を
積極的に雇用。 (正社員７名の
平均年齢は30代前半)

取組内容

○（株）十和おかみさん市と連携した郷土料理
バイキングを開始。

○バイキングの発展形として、高知市や東京
都での出張バイキングや、人気メニューの
「原木シイタケのたたき」のタレの商品化、テ
イクアウトできる「バイキング弁当」を開発。

○食文化や調理法を組織として継承するため、
郷土料理レシピの書きおこしを実施。コロナ
対策として小鉢スタイルを導入。

活動の効果

○ 郷土料理バイキングは、令和２年度にコロナ禍で中止となったが、 令和３年度か
ら四万十流域バイキングとしてリニューアルし、令和４年度はコロナ以前の集客数
を超えることが見込まれる。

○バイキングを継続することによる、地域の雇用の創出や地域で収穫した野菜を食
材として買い取ることによる一次産業の活性化、四万十の郷土料理レシピの書き
おこしを進めることにより食文化の継承も期待される。

高知県高岡郡四万十町十和川口62-9 Ｔｅｌ：0880-28-5421

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県四万十町

高齢化により継続が危ぶまれるおかみさん市の取組を組織として継承し、若い地域
住民とともに新しい考え方を取り入れた持続可能な食文化を目指していきます。

～四万十食文化伝承！ 伝えていこうとおわのわ～

しまんと

地産地消

かぶしきがいしゃ

伝統の継承

若い道の駅スタッフとともに新たな食文化の発信

20 女性の活躍
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大月町備長炭生産組合

植樹祭 小学校での「製炭学習」

経 緯

○戦後の石油革命により木炭の利
用は激減し、当町の炭焼き文化も
淘汰された。

○平成20年頃、豊富に分布するウ
バメガシ資源の有効利用に着目
し、最も収益性の高い産業として
備長炭製炭業を位置づけ、地元
の若者等と持続可能な産業を目
指す挑戦を開始した。

取組内容

○貴重な資源であるウバメガシを将来に残す
べく、循環利用可能な「山づくり」、どんぐり
を拾って育てる「苗木づくり」、育てた苗木を
植栽する「植樹祭」の開催等、「人と自然の
共生社会づくり」に取り組んでいる。

○国、県及び町職員と連携し、地元小中高生
の森林環境教育を継続的に開催。

○永らえる産業を目指し、300年以上の歴史
を有する紀州備長炭生産者と交流を開始。

活動の効果

○現在、地元の若者と若手移住者を中心に８名の製炭者が従事し、組合事務局で雇
用している１名を含めた９名が備長炭産業で生計を立てている。

○ウバメガシ原木の伐採を担う森林組合や自伐林家の所得向上にも大きく貢献。
○資源を循環して利用する持続可能な産業を目指す当組合の活動が評価を受け、

高知県から「木の文化賞」を受賞した（令和元年度）。

高知県幡多郡大月町弘見4163 Ｔｅｌ： 0880-73-1633

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県大月町

私たちの製炭業を通じた人づくりや持続可能な産業を目指した取組が、様々な分野
に波及していくよう更に動きを加速させたいと考えています。

～資源循環利用による持続的産業を目指して～

おおつきちょう びんちょうたん せいさんくみあい

林業
おおつき21 伝統の継承

環境保全（農林水
産業・食品産業）
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一般社団法人三原村集落活動センターやまびこ

大盛況だったやまびこカフェ開店１周年 老若男女で賑わう卓球大会

経 緯

○平成19年頃より「限界集落」という
言葉が注目されるなか、村内で高
齢化率 60%の集落も出始め、役
場をはじめ村民は、村の存続の
危機を感じていた。

○平成28年、村内14集落の区長他
諸団体の合意を得て、官民一体と
なって村の存続をかけ、集落活動
センターの取組をスタートした。

取組内容

○おかみさんたちが、地元の食材で日替定食
や弁当を提供。

○健康増進を図るため卓球大会、カラオケ大
会等を主催。また、高齢者や共働き家庭の
生活支援のため、コインランドリーを運営。

○こんにゃく芋の栽培から製造販売まで行う
手作り刺身こんにゃくは、イベントやイン
ターネット等で販売。高齢者を中心に、それ
ぞれの能力に応じた作業に従事するししと
う栽培を開始。

活動の効果

○日替定食や弁当は、近隣の町村からも多数来店があり人気を博している。
○地域の課題やニーズに応じて、福祉や産業といった様々な活動に総合的に取り組

むことで、村民が楽しく元気に暮らせる仕組みづくりはできつつある。
○コロナ禍にありながらも特産品のイベント等における売上額は維持しており、農業の

生産活動の継続につながっている。

高知県幡多郡三原村宮ノ川1113-2 Ｔｅｌ： 0880-31-7839

応募団体からのアピール・メッセージ

高知県三原村

村民は集落への「愛着」や「誇り」を抱きながら「今後も住み続けたい」をいう強い想
いを持っており、センターは今後もサポートしていきたい。

～へき地で、村の存続をかけた総合的な取組み～

いっぱんしゃだんほうじん みはらむら しゅうらくかつどう

関係人口の
創出

農業
みはら22 高齢者の活躍
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